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研究成果の概要： 

独在的〈私〉と独今的〈いま〉が非常によく似た仕方で現実概念の根本にあることが明らかと

なった。〈私〉と〈いま〉が世界のどの個人、どの時点を開闢点とするかは偶然である。にもか

かわらず、いったん開闢されるとその特異点は諸個人のうちの一人物と歴史時間の現在に位置

づけられ、特異性を失う。そしてこのことがむしろ現実性の条件となっている。このような二

重性は、言語の使用者がまさにその使用によって言語世界の限界内に位置づけられる、その仕

方によって理解されねばならない。 
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年度  

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・哲学･倫理学 
キーワード：独在的〈私〉、独今的〈今〉、現実性、指標詞、様相、クオリア 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
 背景には、永井均と入不二基義のそれぞれ
独自のウィトゲンシュタイン研究と、上野修
のラカン研究がある。これらの研究はかつて
デカルトが「私はある」という命題によって
提起した「比類なき私」という問題を共有す
る。青山拓央と古荘真敬は、それぞれ分析哲
学、ハイデッガー研究の立場からこの問題に
批判的に関わってきた。問題そのものの存立

の構造の究明が求められていた。 
 
 
 
 
２．研究の目的 
  
本研究は主体性（主観性＝私であること）

の哲学的な解明を行う。「私」という語は必
然的に、そのように言うこの私を、そしてそ



れのみを指す。「私」は私がたまたまそれで
あるところの人物を指しているわけではな
い。その人物が私である必然性はないからで
ある。また「私」はその語を用いる諸々の存
在者からこの私を一事例として選び出すわ
けでもない。「私」というこの語の使用はさ
まざまなパラドックスを孕むことが知られ
ている。本研究はこの問題を言語獲得におけ
る主体の開設・設立の見地から明らかにし、
主体概念の核心に迫ろうとするものである。 
３．研究の方法 
  

メンバーを中心にしたワークショップ形
式での集中討議合宿。および関連研究者によ
る数回の招待レクチャーと討議。最後に締め
くくりとして、メンバーをパネラーとする公
開シンポジウム。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) ２００７年夏の山口ワークショップ 
 「独在論的な〈私〉」と時間の〈いま〉と
の関わりが共通の問題として浮かび上がっ
てき、今後の研究の方向づけを得ることがで
きた。時間そのものの構造が〈いま〉の絶対
的な指定を含むとともに、この〈いま〉は居
並ぶもののない〈私〉が位置する絶対的な場
所である。この〈私〉は〈いま〉を偶然的で、
かつ、ある意味必然的な所与性（運命）とし
て引き受ける位置にある。このように、時間
論と独在論の関わりが今後の本研究の中心
問題になるであろうという展望を得ること
ができた。 
 
 
(2) ２００８年春の研究会 
 議論は永井の〈いま〉と〈私〉の概念につ
いて、それぞれ時間（時制）の観点、および
人称の観点から批判的に吟味することに充
てられた。絶対的で純粋な〈いま〉における
意志は実は事後遡及的な決定に浸食されて
ようやく同定されうるものになること、同様
に、独在的な〈私〉は実は他者による〈私〉
の読み替えに開かれ浸食されてでしか語ら
れえないことが議論の中心となった。永井的
な独在性・独今性は他なるものによってすで
に侵されているのではないかという問題が
浮かび上がってきた。 
 
 
(3) ２００８年夏の東京ワークショップ 
 引き続き、言語・時間および様相との関わ
りの中で、〈私〉の問題が議論された。とり
わけ「私」という語が何を指示しえているの
か（アンスコム批判）、また「私」の指示の
アプリオリな必然性（クリプキ）に関する問

題が、今後の検討課題として残ることになっ
た。 
 
 
(4) ２００９年春の大阪シンポジウム 
 永井均に対して他の科研メンバーが問い
かける形で公開シンポジウムを持った。永井
の独在論的な〈私〉の孕む問題を指標詞的観
点、および現実性の観点から研究討議し、議
論を深めることができた。論点は多岐に渉り、
要約を許さない。詳細は『〈私〉の言語論的
存立構造の哲学的研究』、本科研費補助研究
報告書、２００９年（図書①）の「研究の記
録」を見ていただきたい。 
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